
問.任意の有理数に収束する無理数列が存在することを示せ

解.∀ε > 0と ∀x ∈ Qをとる。
このとき ∀n ∈ Nに対して、yn = [10nx]

10n +
√
2

10n+1 とおく。
これは小数第 n位未満の数字の並びを

√
2の並びに置き換える列である。

故に任意の自然数 nに対して ynは無理数の列としてとれる。
また N を N > log10

1
εを満たす最初の自然数としてとる。

このとき、n ≥ N ならば、ynの取り方と簡単な大小比較から
|x− yn| < 10−n ≤ 10−N < 10− log10

1
ε = εとなるので

よってε−N 論法により limn → ∞ yn = xが成立している。
したがって任意の有理数に収束する無理数列が存在する。
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